
 

ヒアリング御協力者の概要   

 

青木
あおき

 郁
いく

雄
お

 イオンリテール株式会社 

デイリーフーズ商品部 部長 

 

【会社概要】 

・所在地 千葉県千葉市美浜区 

・設立年 2008 年 

    

【組織の概要・特色】 

・「イオングループ」のＧＭＳ(総合スーパー)事業の中核企業。前身はジャスコ株式会社。

２００７年にイオン株式会社へ社名変更。純粋持ち株会社に移行し、２００８年にイオン

リテール株式会社を設立。２０１１年に株式会社マイカルを吸収合併、２０１５年に株式

会社ダイエーのＧＭＳ(総合スーパー)の一部店舗を会社分割により継承。 

・現在はＧＭＳ(総合スーパー)とＳＭ(スーパーマーケット)を、東北を除く本州と四国で 

約３７０店舗展開。 

・食料品・衣料品・住居、余暇それに医薬品や化粧品も含めた暮らしの品の商品・サービスを販売・

提供している。 

・めまぐるしく変化する市場や環境に素早く対応し、“新しい価値ある商品”を提案することで、お客さ

まの期待を超える満足のご提供を目指している。 

・自社プライベートブランド(トップバリュ)を中心に品揃えを構成。乳製品・牛乳においても北海道牛

乳、オーガニック牛乳、無脂肪牛乳、低脂肪牛乳、プレーンヨーグルト、バターなど多くのプライベ

ートブランド商品を展開している。 

資料５ 
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イオンリテール株式会社
デイリーフーズ商品部
⻘⽊ 郁雄

⼩売から⾒た⽜乳乳製品の現状
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社名 イオン株式会社（純粋持株会社） 設⽴ 1926年（⼤正15年）9⽉
本社 千葉県千葉市美浜区中瀬1-5-1 代表者 代表執⾏役社⻑ 吉⽥ 昭夫
事業内容 ⼩売、ディベロッパー、⾦融、サービス、およびそれに関連する事業を営む会社の
株式を保有することによる当該会社の事業活動の管理

イオン会社概要
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イオンリテール(関東~中四国)
営業収益1兆9千億円 約20％

イオン北海道､イオン東北
イオン九州、イオン琉球

マックスバリュ北海道･関東･北陸･東海
いなげや・マルエツ・カスミ・フジ
ダイエー・光洋 など

イオンリテール会社概要

営業収益
9兆5千億円

営業収益
3兆4千億円
約35％

商号︓イオンリテール株式会社
発⾜⽇︓2008年8⽉21⽇発⾜
所在地︓千葉県千葉市美浜区
代表者︓代表取締役社⻑ 井出 武美
資本⾦︓1億円
事業内容︓総合⼩売業
店舗数︓367店舗（24年2⽉末）
従業員数︓73,317⼈（24年2⽉末）

ウエルシアホールディングスなど

2兆5千億円

1兆円
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重点取り組み事項
商品、サプライチェーン改⾰などにより⼩売り事業の収益性向上を図っています。

①プライベートブランド育成 ②諸効率の改善 ③EC事業の強化 ④デジタルシフト
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商品分類

1.⾐料品
2.住居余暇
3.⾷品
4.H&BC

1)農産
2)畜産
3)⽔産
4)デリカー
5)デイリー
6)グロサリー
7)リカー

①和⽇配(⾖腐､揚げ､納⾖､蒟蒻､麺
練製品､漬物佃煮､ハム類)

②洋⽇配(デザート､ヨーグルト､⽜乳
乳製品)

③冷凍⾷品(アイスクリーム､冷⾷)
④ベーカリー(パン・和洋菓⼦)

⽜乳乳製品は、デイリー部⾨の約２〜３割を占める重要な商品です。

購⼊率 13年 19年 20年 21年 22年 23年 トレンド
和⽇配 819 700 781 739 719 687 ↘
ヨーグルト 186 183 200 194 186 185 →
⽜乳 231 221 244 232 223 210 ↘
⽣クリーム 8 6 9 8 8 7 →
バター 10 10 14 13 12 11 →
チーズ 76 86 100 95 92 89 →
マーガリン 15 10 10 8 7 7 ↘
冷凍⾷品 134 144 184 192 196 189 ↗
パン 503 473 498 490 492 507 →
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乳製品・チルド飲料の動向 (市場・⾃社)

23年度 23年度 23年度

市場 107% 市場 96% 市場 111%

⾃社 109% ⾃社 97% ⾃社 113%

市場 103% 市場 95% 市場 110%

⾃社 108% ⾃社 98% ⾃社 111%

市場 104% 市場 94% 市場 112%

⾃社 106% ⾃社 94% ⾃社 113%

市場 106% 市場 97% 市場 109%

⾃社 106% ⾃社 94% ⾃社 112%

市場 110% 市場 94% 市場 117%

⾃社 116% ⾃社 98% ⾃社 117%

市場 105% 市場 99% 市場 107%

⾃社 109% ⾃社 104% ⾃社 104%

市場 126% 市場 120% 市場 105%

⾃社 126% ⾃社 122% ⾃社 103%

市場 100% 市場 93% 市場 108%

⾃社 100% ⾃社 90% ⾃社 110%
⾖乳 ⾖乳 ⾖乳

１００％ジュ－ス

コ－ヒ－ドリンク

乳酸菌飲料 乳酸菌飲料 乳酸菌飲料

１００％ジュ－ス

コ－ヒ－ドリンク

⽜乳

ヨーグルト

チーズ

バター

単価

⽜乳

ヨーグルト

チーズ

バター

点数売上

100％ジュ－ス

コ－ヒ－ドリンク

⽜乳

ヨーグルト

チーズ

バター

ほとんどのカテゴリーで単価上昇の影響もあり、販売点数が落ち込んでいる。

市場データはSRI:23年3⽉〜24年2⽉より
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（※2020年を「100」とする）
出所︓総務省統計局2020年基準消費者物価指数より作成

⽜乳、乳製品は23年に⼊り⼀層の価格上昇し、直近は落ち着いている。酪農⽣産現場・
乳業⼯場における飼料・資材・エネルギー・物流コスト等の上昇が影響している。

消費者物価指数（乳製品詳細）

消費者物価指数 乳製品類（2020年基準）
2023年12⽉
●⽜乳 119.7
●乳製品 118.0
●ヨーグルト 113.6
●ゼリー 122.5
●プリン 144.3
●バター 115.5
●チーズ（国産）131.3
●チーズ（輸⼊）122.2
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価格改定 価格改定

⽜乳の販売点数もゆるやかだが、減少傾向が続いている。

⽜乳の販売点数動向（⾃社/市場別）
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⽜乳類の中でも無脂肪乳は⽐較的堅調に推移している

⽜乳の販売点数動向（種類等別）
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19年⽐数量
伸び率

19年⽐売上
伸び率

⽜乳
種類別

103％124％無調整⽜乳
85％102％乳飲料
91％116％低・無脂肪

19年⽐数量
伸び率

19年⽐売上
伸び率

⽜乳
容量別

93％114％⼤容量
114％136％中容量
96％115％⼩容量

19年⽐数量
伸び率

19年⽐売上
伸び率

⽜乳
産地別

113％135％北海道
93％113％その他

前年数量
伸び率

前年売上
伸び率

ﾁﾙﾄﾞ飲料
効能別

96％100％免疫⼒
114％113％整腸
88％102％⾻
97％113％たんぱく
79％86％脂肪
95％108％⾎圧･⾎糖値

79％93％美容
86％88％便通
93％108％貧⾎
86％88％尿酸値

睡眠
64％65％記憶

伸⻑している商品

無調整 ・ 中容量 ・ 北海道 ↗ 整腸･たんぱく・⾎圧が伸⻑
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●北海道ブランド商品の強化⾃社の取り組み

北海道⽣乳販売点数

北海道⽜乳の販売点数はここ数年継続し伸⻑。
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⾃社の取り組み
オーガニックやA2ミルクも発売後は堅調に推移

●差別化商品の強化

ｵｰｶﾞﾆｯｸ⽜乳･A2ﾐﾙｸ販売点数
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【⽜乳消費運動について】
①ホクレンマストバイキャンペーンによる対⾯販売(⽜乳・チーズ）
②アプリクーポン配信でお買い得感を演出 点数増施策
③⽜乳を使⽤したメニュー･料理提案をQRコードで紹介する提案

ホクレンマストバイｷｬﾝﾍﾟｰﾝ アプリクーポン 料理提案

消費拡⼤策



14

【⽜乳消費運動について】
④コラボ商品の宣伝販売を⾏いメニュー提案を実施
⑤年4回程度で北海道フェアーを実施し北海道商品を売り込み
⑥従業員のおすすめベスト50 としてPB北海道⽜乳の拡販
⑦定期的に店舗にて酪農イベントを開催し啓蒙

酪農イベントを開催

消費拡⼤策
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